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A B O U T  T H I S  I S S U E

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
菅
義
偉
首
相
は
、
国
会
の
所
信
表
明
演
説
で
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
、
そ
の
後

「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
が
ま
と
ま
っ
た
。
同
宣
言
は
、
内
外
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
宣
言
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な

潮
流
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
五
年
の
「
気
候
変
動
枠
組
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
パ
リ
協
定
」
で
、
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ
て
二
度

よ
り
十
分
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
一
・
五
度
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
と
吸
収
源
に
よ
る

除
去
の
均
衡
達
成
に
向
け
て
日
本
も
歩
み
始
め
て
い
た
。
ま
た
国
際
金
融
市
場
で
も
、
近
年
多
く
の
機
関
投
資
家
が
国
連
の
「
責
任
投
資

原
則
」（
二
〇
〇
六
年
）
に
署
名
す
る
な
ど
、
社
会
的
責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
拡
大
し
て
き
て
い
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
人
々
の
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
、
消
費
者
レ
ベ
ル
で
も
生

物
多
様
性
や
気
候
変
動
リ
ス
ク
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
一
五
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
二
〇
三
〇
年
を
照
準
と

し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
達
成
へ
の
貢
献
が
、
一
層
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
る
中
で
、
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
（
気
候
変
動
を
抑
制
し
な
が
ら
経
済
を
立
て
直
す
考
え
方
）
で
環
境
と
成
長
の

両
立
を
目
指
す
動
き
が
欧
州
な
ど
を
中
心
に
一
段
と
加
速
し
て
い
る
。
既
に
欧
州
は
二
〇
一
九
年
の
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
」
で

五
〇
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
拘
束
力
の
あ
る
目
標
と
し
、
そ
れ
を
成
長
戦
略
と
し
て
お
り
、
二
〇
年
に
は
巨
額
の
Ｅ

Ｕ
復
興
基
金
を
設
け
一
層
の
戦
略
推
進
に
舵
を
切
っ
た
。
欧
州
で
は
太
陽
光
、
水
力
、
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
は

既
に
進
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
最
近
加
速
し
て
い
る
の
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
も
活
用
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
官
民
挙
げ
て

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
中
国
も
六
〇
年
ま
で
の
脱
炭
素
を
宣
言
し
た
。
ま
た
、
本
年
、
米
国
大
統
領
に
就
任
し
た
バ
イ
デ
ン
氏
も
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
時
代
に
離
脱
し
た
パ
リ
協
定
に
再
コ
ミ
ッ
ト
し
、
巨
額
の
財
政
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。
日
本
に
と
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
厳
し
い
目
標
と
さ
れ
て
き
た
が
、
も
は
や
不
可
逆
的
な
動
き
だ
。
そ
こ
で
今
回
は
こ
の
問
題
に
高
い
知
見
を
お
持
ち
の
内
外
の
専

門
家
の
方
々
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
道
筋
を
ど
う
み
て
い
る
か
、
そ
の
た
め
の
課
題
は
何
か
、
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　

国
際
大
学
の
橘
川
教
授
は
、
現
在
議
論
が
進
む
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
関
連
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
つ
い
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア

を
燃
焼
さ
せ
る
脱
炭
素
火
力
を
着
実
に
伸
ば
し
、
今
後
、
主
力
電
源
化
し
て
い
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
出
力
変
動
」
と
い
う
課
題

脱
炭
素
で
加
速
す
る
欧
州
、
復
帰
し
た
米
国
。
不
可
逆
的
な
動
き

再
生
エ
ネ
を
補
完
す
る
脱
炭
素
火
力
、
産
業
・
家
庭
の
電
化
、

価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
計
を

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
日
本
総
合
研
究
所 

理
事
長

ԧ 

ඦ
߹

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

山
積
す
る
課
題

― 

シ
ナ
リ
オ
を
描
き
時
間
軸
に
沿
っ
た
着
実
な
対
応
を
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現
状
、
脱
炭
素
は
宣
言
し
て
い
な
い
が
、
パ
リ
協
定
に
強
固
な
コ
ミ
ッ
ト
を
し
て
お
り
、
経
済
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
着
実
に

脱
炭
素
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
話
す
。
同
国
の
資
源
を
生
か
し
た
水
素
戦
略
な
ど
、
豪
日
で
の
協
力
関
係
は
今
後
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
一
層
重
要
に
な
る
と
期
待
を
寄
せ
る
。
資
源
大
国
、
豪
州
と
の
連
携
強
化
が
日
本
の
脱
炭
素
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

橘
川
教
授
も
強
調
し
て
い
る
。
炭
素
国
境
調
整
を
巡
っ
て
各
国
の
動
き
も
出
て
き
て
い
る
が
、
日
本
は
国
際
的
に
も
戦
略
的
対
応
が
今
後

一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
課
題
は
数
多
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
み
な
ら
ず
、
産
業
、
運
輸
、
家
庭
部
門
と
い
っ
た

需
要
面
の
対
応
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
に
向
け
て
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
産
業
構
造
の
変
化
や

社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
た
ち
へ
の
目
配
り
、
支
援
も
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

国
民
も
、
リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
行
動
を
通
じ
て
循
環
型
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
に
向
け
た
行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府

は
、
自
治
体
や
民
間
企
業
と
と
も
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
社
会
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
時
間
軸
に
沿

っ
て
課
題
へ
対
応
し
、
国
民
を
巻
き
込
ん
で
脱
炭
素
社
会
を
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
が
、
脱
炭
素
実
現
の
カ
ギ
に
な
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
の
実
現
に
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
供
給
の
確

保
と
コ
ス
ト
の
削
減
が
必
要
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
国
内
最
大
の
発
電
事
業
者
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
奥
田
副
社
長
も
、
同
様
の

戦
略
が
現
実
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
伸
ば
し
つ
つ
、
既
存
の
技
術
や
設
備
を
生
か
し
な
が
ら
、
技
術
変
化
に

応
じ
て
円
滑
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
移
行
）
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
今
後
の
技
術
革
新
の
進
展
は
予
想
が
難
し
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
五
〇
年
に
向
け
て
合
理
的
な
計
画
を
掲
げ
つ
つ
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
技
術
革
新
に
応
じ
て
修
正
し
な
が
ら

戦
略
的
に
脱
炭
素
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
そ
う
だ
。

　

東
京
大
学
の
松
村
教
授
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
と
同
時
に
、
需
要
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
替
え
る
「
電
化
」
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
。
産
業
部
門
や
家
庭
部
門
で
の
電
化
を
進
め
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
進
め
る
に
は
、

コ
ス
ト
効
果
の
高
い
方
策
が
自
然
に
生
き
残
る
制
度
設
計
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

取
制
度
か
ら
市
場
連
動
型
価
格
へ
の
転
換
に
加
え
、
特
に
今
後
、
排
出
コ
ス
ト
の
負
担
を
求
め
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
が
最

重
要
政
策
に
な
る
と
提
言
す
る
。
こ
う
し
た
制
度
を
企
業
な
ど
の
理
解
を
得
な
が
ら
い
か
に
設
計
し
て
い
く
か
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
の
成
否
を
握
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
貞
森
局
長
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
幅
な
価
格
低
下
に
伴
い
、「
五
〇
年
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を

掲
げ
る
国
が
増
加
し
、
世
界
の
研
究
開
発
の
動
き
は
極
め
て
速
い
と
分
析
す
る
。
こ
う
し
た
国
際
的
な
潮
流
を
み
れ
ば
、
日
本
は
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
総
動
員
し
な
い
と
排
出
実
質
ゼ
ロ
は
簡
単
に
は
達
成
で
き
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
が
、
特
に
政
府
に
よ
る
技
術
開
発
支
援
の
重

要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
の
ロ
ー
公
使
・
参
事
官
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

目
標
達
成
に
向
け
て
政
策
を
総
動
員

翁�

百
合
（
お
き
な
・
ゆ
り
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
。
京
都
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
経
済
産
業
省
産
業
構

造
審
議
会
委
員
他
、
公
職
も
多
数
。

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
パ
リ
協
定
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
面
と
需
要
面
の
対
応
、
技
術
革
新
、

産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
循
環
型
経
済
、
社
会
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
シ
ナ
リ
オ
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